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1日中戦争下の仏領インドシナと中国：
外務書記生のアジア体験から
Indochina of French Territory and China under Sino-Japanese War:
As seen by a Clerk in the Japanese Department of Foreign Affairs in Asia.











　 The paper aims to offer an account of the situation of Japanese nationals living in both the French and 
the Chinese territorial provinces of Indochina as they were experienced at first-hand by a clerk working 
in the Japanese Consulate in Hanoi during the Sino-Japanese war. 
　 While he was on duty at the Japanese Consulate in Hanoi, then the capital of the regions of Indochina 
governed by France, he crossed the Vietnamese border into territory governed by the Chinese, and as 
this violated the integrity of the border, he was arrested and held as a prisoner of war. As a result of his 
experiences as a prisoner of war in China he joined an anti-war movement, and during the rule of the 
Chongqing Nationalist Government he devoted himself to working with other Japanese nationals in a 
movement to outlaw war.
　 Although his name occurs in a number of documents held in both the Japan and Taiwanese archives, 
no coherent account of his story exists, and a further purpose of this paper is to assemble the various 


























1 ）大屋久寿雄『仏印進駐記』興亞書房、1941年。Agnes, Smedley（1943）, Battle Hymn of China . Alfred A.Knopf.
（アグネス・スメドレー、高杉一郎訳『中国の歌ごえ』みすず書房、1957 年）。高杉一郎『大地の娘－
アグネス・スメドレーの生涯』岩波書店、1988 年。丘成「反战斗士盐见圣策」中国民主同盟中央委员会『群
言』（北京市）第 3 期、1995 年 3 月。大屋久寿雄『戦争巡歴』柘植書房新社、2016 年。また、近年では
加納寛が塩見聖策を取り上げるも、新聞記事の内容にとどまっている（加納寛「書院生、東南アジアを
行く－東亜同文書院生の見た在留日本人」加納寛編『書院生、アジアを行く－東亜同文書院生が見




－ 1910 年代から 1940 年代はじめの三井物産と三菱商事の人員配置から考察」『經濟學研究』第 62 巻
第 3 号、2013 年 2 月。湯山英子「仏領インドシナにおける対日漆貿易の展開過程－ 1910 年代～ 1940
年代初めの現地日本人商店からの考察」『社会経済史学』第 77 巻第 3 号、2011 年 11 月。
3日中戦争下の仏領インドシナと中国
また、日本人の構成員には外務省関係者もおり、1940 年までは外務書記生が館員の大多























　大屋久寿雄は、同盟通信社の特派員として 1938 年 8 月から翌 1939 年 7 月までの 1 年


















①「塩見書記生、拉致さる 仏印で支那兵に（河内 3 日発同盟）」（1939 年 1 月 4 日）
②「塩見書記生は無事（河内 5 日発同盟）」（1939 年 1 月 6 日）
③「塩見書記生、重慶護送（上海 24 日発同盟）」（1939 年 1 月 25 日）
④「塩見氏依然龍州に（香港特電 3 日発）」（1939 年 2 月 4 日）
〈読売新聞〉
①「塩見書記生 佛印で拉致さる 武装支那兵が襲撃（河内 3 日発同盟）」（1939 年 1 月 4 日）
②「書記生拉致の詳報来る 支那兵の佛印侵入」（1939 年 1 月 5 日）
③「塩見書記生無事（河内 5 日発同盟）」（1939 年 1 月 6 日）
　塩見拉致事件の第一報は、朝日新聞の「塩見書記生、拉致さる 仏印で支那兵に」（1939
年 1 月 4 日）、次に「塩見書記生は無事」（1 月 6 日）、「塩見書記生、重慶護送」（1 月 25 日）
に続き、「塩見氏依然龍州に」（2 月 4 日）が最後の記事となる。第一報の内容は、塩見聖
策が 1938 年 12 月 29 日にハノイから中国広西省の国境付近まで視察に出向き、中国側の
鎮南関（現：友誼関）までの約 200 メートル仏印側に中国兵が現れて拉致されたことが書
かれている。
　年が明けて、1939 年 1 月 6 日までの朝日新聞と読売新聞の両記事は、大屋が書いたも
のであるが、次は、1 月 25 日と 2 月 4 日付けの上海と香港からの記事では、塩見が無事
であったことが確認されている。1 月 25 日の記事では、広西省龍州から桂林に護送され、
8 ）前掲、大屋『仏印進駐記』4、5 頁。前掲、大屋『戦争巡歴』180 頁。
9 ）有山輝雄『情報覇権と帝国日本Ⅱ　通信技術の拡大と宣伝戦』吉川弘文館、2013 年、370－372 頁。









語部 11 期生で 1936 年に卒業している。大阪外国語学校の仏語部では、1935 年からフラン
ス文化研究会を組織し、『L’Aurore（ローロール）』という研究誌を発行していた。そのな
かで塩見の書いた「佛国新聞概要」（8 号 1936 年）が掲載されており、フランスで発行さ
れている新聞を紹介している。同号には井出淺亀の「ランボーとラデイーゲへの或るヒン
ト」「モリーの根」という論考が 2 本掲載されていた。井出淺亀は、『海南島より仏印へ』（1941






　仏語部には、塩見と同じ 11 期生に菅原鼎がおり、彼の回想録によると14）、彼らが 3 年生
になると世の中は不況で、仏語部卒業生には厳しい就職活動となっていたようである。そ
うした状況で、菅原鼎は満鉄に就職が決まった。菅原によると満鉄への就職希望者は「支




予定」であった。実際には、1935 年 4 月に外務書記生に合格している。6 月に中国の雲南
に出張し、そのまま臨時雲南在勤となった。仏印へは 1936 年 2 月 8 日付でハノイ勤務となっ
11）井出淺亀『海南島より仏印へ』皇国青年教育協会、1941 年。『佛印研究―資源の王國と安南帝国』
皇国青年教育協会、1941 年。『佛領ニュー・カレドニア』出版者不明、1940 年。 
12）大阪毎日新聞 1940年 11月 14日（神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫）。
13）畠中敏郎『仏印風物誌』生活社、1943 年、84 頁。





　　　（仏語部・第 11 回 1935 年卒業）






























1936 年 12 月、84～ 85 頁より作成。
15）塩見の人事記録は、外務省外交資料『外務省年鑑（昭和 12 年 12 月編）』第 33 号、449 頁。『外務省報（昭












表 2　ハノイ・サイゴン領事館員（1936 年 1 月～ 1940 年 8 月）
ハノイ総領事館 サイゴン領事館
1936 年（1/1） 宗村丑生（総領事） 高澤貞義（領事）
伊藤憲三（副領事）帰朝中





1937 年（1/1） 宗村丑生（総領事） 高澤貞義（領事）
伊藤憲三（副領事）帰朝中







1938 年（1/1） 宗村丑生（総領事） 高澤貞義（領事）
伊藤憲三（副領事）帰朝中





1939 年（1/20） 鈴木六郎（総領事） 高澤貞義（領事）帰朝中
宗村丑生（総領事）帰朝中
16）『佛領印度支那に於ける華僑』満鉄東亜経済調査局、1939 年、207－210 頁。
17）「暹羅あちこち」『靖亜行』東亜同文書院、1939 年、327－328 頁［大旅行誌 30］。
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浦部清治（副領事）






1940 年（2/1） 鈴木六郎（総領事） 高澤貞義（領事）帰朝中
浦部清治（副領事）
1940 年（8/15） 鈴木六郎（総領事） 高澤貞義（領事）帰朝中
浦部清治（副領事） 高島唯之（領事）







　翌 1939 年の 36 期生においては、中国側に拉致された塩見に誘発されて、書院生が中越




　日中戦争開始前には、「遠藤大尉河内退去新聞発表事件」（1937 年 2 月）のスパイ容疑、
その遠藤大尉と親交があった宮崎省造にも「宮崎省造追放事件」（1937 年 3 月）があり、
両者は国外追放となった。遠藤大尉は、1936 年 5 月から 10 ヵ月の予定で仏語研究の目的
で在留していたが、雲南国境付近で撮影行為、地図を持参するなど、それがスパイ行為で
あるとみなされた。この遠藤大尉をはじめとする、日本陸海軍による語学研修生度は、
表 3 と表 4 にあるように、語学研修生として語学教育と現地留学を推し進めていた。しか
18）「仏領印度支那　援蒋輸血路仏印を暴く」『大旅行記』東亜同文書院、1940 年、331―332 頁［大旅行誌 31］。
19）『外務省執務報告　欧亜局　第 2巻（昭和 13年）』（欧亜局第 3課昭和 13年執務報告）クレス出版、1994年、







表 3　東京外国語学校陸・海軍委託学生修了者数（1908～ 1943 年）
修了年 月 陸軍 海軍 備考
1908 年 3 月 1
1909 年 3 月
1910 年 3 月 1
1911 年 3 月 11
1912 年 3 月 1 7
1913 年 3 月 1 11
1914 年 3 月 2 11
1915 年 3 月 1 7
1916 年 3 月 3 9
1917 年 3 月 25 11
1918 年 3 月 26 12
1919 年 3 月 19 6
1920 年 3 月 33 12
1921 年 3 月 31 14
1922 年 3 月 32 11
1923 年 3 月 37 12
1924 年 3 月 46 13
1925 年 3 月 37 11
1926 年 3 月 32 9
1927 年 3 月 31 8
1928 年 3 月 29 4
1929 年 3 月 20 7
1930 年 3 月 14 8
1931 年 3 月 16 6
1932 年 3 月 15 9
1933 年 3 月 13 8
1934 年 3 月 16 6





1936 年 3 月 10 8
1937 年 3 月 8 18 ＊陸軍 3 月と 9 月修了を合算
1938 年 3 月 10
1939 年 3 月 2 10
1940 年 3 月 2 8 ＊海軍 3 月と 10 月修了を合算
1941 年 3 月 1 6
1942 年 3 月 1
1943 年 3 月 1
注 1：陸軍は「外国語奨励規則」1908 年 4 月 30 日（陸通 40 号）により外国へ派遣。
1908 年～ 1917 年の陸軍は専修科（夜学 2 年）含む。改正（1915 年 8 月 12
日）委託学生として 1～ 2 年語学学習、修了者のうち若干名を外国で語学
研修（6～ 10 ヵ月）。採用者標準 30 名以内。
注 2：海軍は、海軍大学校選科に語学専修課程設置（1908 年 8 月 7 日）、外国語
学校に委託（同年 10 月 31 日）。ロシア語と支那語専攻者は後半をハルビ
ン、北京で実習（1926 年～）。採用者標準 16 名を予定。
（出所）秦郁彦『日本陸海軍総合事典（第 2 版）』東京大学出版会、2005 年、614
～ 624 頁より作成。
表 4　東京外国語学校陸軍委託学生及び仏印留学生
学科 階級 名　前 年齢 修了年・月 留学先
仏語 歩中尉 平賀亨二 21 1918 年 3 月 ハノイ
仏語 砲中尉 岡田実 20 1919 年 3 月 ハノイ
仏語 歩中尉 長谷川彰一 22 1919 年 3 月 ハノイ
仏語 歩中尉 桧田与三吉 22 1919 年 3 月 ハノイ
仏語 工中尉 阿野忠章 26 1920 年 3 月 ハノイ
仏語 砲中尉 神谷憲三 35 1930 年 3 月 仏印




た（1938 年 1 月中旬）。雲南引揚げ者の一人、山内正路が仏印憲兵から住所不定のため追
放命令を受けた（1938 年 1 月 27 日）。また、ヴィンにて仏印軍の大演習が行われとこと
に際して、在ヴィンの岸本商店社員が外出禁止を受けた（1937 年 12 月中旬）。在ハイフォ
ンの江原嘉雄をスパイ行為と暴力事件により追放した（1938 年 6 月）。南部においては、






























ていたときである。確かに汪兆銘は、1938 年 12 月にハノイに潜伏していた。
　これが、どう塩見の拉致と結びついたのかは、分からないが、なぜ、大屋がここまで塩
21）読売新聞 1938 年 4 月 7 日。
22）「暹羅あちこち」東亜同文書院『靖亜行』1939 年［大旅行誌 30］。「仏領印度支那 援蒋輸血路佛印を暴
く」『大旅行紀』1940 年［大旅行誌 31］。
23）前掲、『外務省執務報告　欧亜局　第 1 巻（昭和 11・12 年）』104－105 頁。
24）立川京一「第二次世界大戦期のベトナム独立運動と日本」『防衛研究所紀要』第 3 巻第 2 号、2000 年 11 月、











　前述したように当時の日本の新聞では、1939 年 2 月 4 日の記事が最後であり、塩見の
その後の消息は分かっていない。日本の外交資料においても、拉致直後の 1938 年 12 月末






館では、その後の「松岡・アンリー協定」（1940 年 8 月 30 日）、北部仏印進駐（1940 年 9
月）、日仏印経済交渉および資源調査団派遣（1941 年 10 月）、在外公館である大使府開設











27）外務省から大本営陸軍部（1939 年 7 月 27 日）へ「塩見書記生拉置（ママ）事件」として報告（『外務
省執務報告　欧亜局　第 2 巻（昭和 13 年）』欧亜局第 3 課昭和 13 年執務報告、160 頁）。
28）JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C04014769200、昭和 14 年 8 月 「壹大日記」防衛省防衛研究所。
29）ハノイ領事館は、大使府として再編される。
30）国民党外交資料（台湾、國史館所蔵）「龍州對汎署捕獲日本駐河内總領事館書記生鹽見聖策案（亞洲









　しかし、状況は芳しくなかった。2 月 10 日にフランス大使館の秘書が外交部の徐次長
に照会したところ、徐次長は「間諜であることは明らかなので早々に銃殺する」と返答し
ている。情報が錯綜するも 2 月 21 日の上海電では一転して、「塩見書記生の釈放問題に触
れ、所持品から間諜行為の証拠となり得るものの、当初は塩見を銃殺にする予定だった
が、重慶（政府）の阻止伝令があって桂林に移され、塩見の安全が図られた」とある32）。
この背景には、ちょうど 1938 年 10 月から 11 月にかけて、蒋介石が反戦捕虜政策を推し
進めるために鹿地亘を活用していたときである33）。
　鹿地亘は、日本の反戦平和活動家で、1936 年 1 月末から上海を中心に活動を始めてい





（1）事件原因：1938 年 12 月 29 日、在ハノイ日本総領事館書記生塩見聖策（Seisaku 
Shiomi）が中越国境にて我々に拘束される。







31）国民党外交資料（台湾、國史館所蔵）「来電 1938 年 1 月 17 日（第 5552 号）」『龍州對汎署獲得日外書
記生鹽見案（1938 年 12 月 30 日～ 1939 年 10 月 16 日）』（典蔵号 020-010102-0072）。
32）国民党外交資料（台湾、國史館所蔵）「情報 上海（1939 年）2 月 21 日電」『龍州對汎署獲得日外書記
生鹽見案（1938 年 12 月 30 日～ 1939 年 10 月 16 日）』（典蔵号 020-010102-0072）。
33）前掲、菊池『日本人反戦兵士と日中戦争』19 頁。
34）国民党外交資料（台湾、國史館所蔵）「龍州對汎署捕獲日外務書記生鹽見案節略」『龍州對汎署捕獲日


























日本人反戦運動のリーダーは、鹿地亘だった。鹿地は、1939 年 8 月から反戦同盟の設立
を宣言しており、12 月には反戦同盟西南支部を発足させ、重慶の反戦同盟総部が 1940 年
春には本格的な活動を開始した。しかし、1941 年 8 月には、重慶国民政府から鹿地亘が
共産教育をしているのではないかと指摘され、反戦同盟は解散させられたものの、別名称
35）国民党外交資料（台湾、國史館所蔵）「俘虜感厚遇」（新聞記事切抜）國民日報 7 月 18 日『龍州對汎





















だった。呉石は香港や仏印へも出かけていた（1939 年 8 月 15 日～ 9 月はじめまで）こと





38）鹿地亘資料調査刊行会『日本人民反戦同盟資料（第 3 巻）』不二出版、1994 年、223 頁。同、第 9 巻
に資料一覧がある。立命館大学国際平和ミュージアムの寄贈寄託資料にも塩見聖策から鹿地亘宛ての手
紙が収蔵されている。
39）手紙 1939 年 9 月 1 日、立命館大学国際平和ミュージアム寄贈寄託資料（資料番号 9002661）。
40）手紙 1939 年 9 月 25 日、立命館大学国際平和ミュージアム寄贈寄託資料（資料番号 9002662）。
41）東京帝国大学経済学部に留学経験があり、上司の呉石とともに鹿地亘の反戦運動の支持者となる。
42）塩見聖策「声明文」1939 年 11 月 22 日、立命館大学国際平和ミュージアム寄贈寄託資料（資料番号
9002961）。
























（1940 年）45）と、二つ目は、その 4 年後『在中國四年』廣西日報社（1943）46）を出している。
『抗日論説』の内容は、日本の南進政策において仏印は、単に原料や資源を獲得するとい
44）丘成「反战斗士盐见圣策」中国民主同盟中央委员会『群言』（北京市）第 3 期、1995 年、3 月。丘成（1917
～ 2007 年）中国の哲学者で日本に留学経験がある。
45）『抗日論説（日本人の安南侵略の陰謀を暴露す）』台湾拓殖株式会社、1940 年 5 月 15 日（菊池誠一氏





46）所蔵するハーバード大学の書誌情報では「塩見聖策 Shiomi, Seisaku.『在中國十年（Zai Zhongguo shi 
























































　また、塩見は反戦活動の機関誌制作にも携わっていた。機関誌『国際』の第 64 ～ 70 号


















































度外務省委託調査報告書）、1996 年 3 月）。塩見聖策は、2003 年 9 月に故郷で亡くなった。
20
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つは葛藤であり、続く思想の変化、その後は反戦を訴え続けたことに表れている。
　もう一つの大きな課題である、両地域で日本人が置かれた状況については、先行研究に
おいても研究のはざまの時期である。本稿では、日本人に対して仏印当局からの警戒がど
のようなものであったかを確認した。それは、在留した塩見聖策をはじめ、報道機関の大
屋、陸軍語学研修生の遠藤悦歩、現地日本商の大南公司など、それに関連した人たちがス
パイ容疑をかけられていたことからも理解できるだろう。また、塩見聖策自身が、中国側
に拉致され、生き延びたことからも、当時の国民党重慶政府下での日本人の状況を読み解
くことができる。仏印と中国双方を体験するという稀有なケースであるが、こうした経験
そのものがこの時代の危うさを反映させているとも言える。
　本稿では、日本側の資料および国民党の外交資料、回想録などを使い、塩見を通して当
時の状況を検討してきた。今後は、フランス側資料との付け合わせが必要であろう。多く
の課題はあるものの、本稿で塩見聖策の足跡を整理し、記録として残すことが出来たこと
は、一つの成果である。
［付記］
　本稿は、JSPS 科研費（課題番号：25243007）と（課題番号：18K00983）による研究成
果の一部である。
